
土
田
麦
悟
の
関
員
次
郎
あ
て
葉
書

横
山
　
秀
樹

〓
土
田
麦
磨
あ
て
書
簡
に
つ
い
て

土
田
麦
僧

（
一
人
人
七
～

一
九
二
六
）
は
、

近
代
日
本
画
を
代
表
す
る
画
家

で
、京

都
画
壇
の

一
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

優
美
さ
と
緊
張
感
に
あ
ふ
れ
る

数
多
く
の
名
作
を
残
し
、内

在
し
た
美
し
さ
を
秘
め
た
気
品
あ
る
作
品
群
は
、

現
在
に
お
い
て
も
燦
然
た
る
輝
き
を
放

っ
て
い
る
。

麦
悟
は
四
十
九
歳
と
い
う
短

い
生
涯
の
間
、勢

力
的
に
作
品
を
お
く
と
と

も
に
多
く
の
書
簡
を
残
し
て
い
る
。

書
簡
は
妻
の
千
代
に
宛
て
た
も
の
や

後
援
者
に
宛
て
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、制

作
途
中
の
暇
を
惜
し
ん
で
書
か
れ

た
も
の
も
多
く
あ
る
。

麦
層
の
書
簡
の
特
色
と
し
て
、
日
常
的
な
こ
と
は
当

然
な
が
ら
、

制
作
中
の
作
品
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、

絵
画
に
関
す
る
芸
術

論
、時

代
の
状
況
な
ど
多
種
に
わ
た

っ
て
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
を
読
み
解
く
こ
と
で
、

麦
倍
芸
術
の
真
価
に
よ
り
肉
薄
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
と
も
に
、

近
代
日
本
画
が
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
成
立
し

て
き
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
、

一
級
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
も
、多
く
の
研
究
者
が
麦
倍
の
書
簡
に
つ
い
て
読
み
下
し
を

お
こ
な
い
、

研
究
成
果
を
発
表
し
て
き
て
い
る
。

書
簡
を
複
合
的
に
研
究
す

る
こ
と
に
よ
り
、麦

倦
作
品
に
対
す
る
認
識
が
深
ま
り
を
み
せ
、作

品
研
究
も

一
段
の
充
実
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
麦
倍
の
書
簡
を
紹
介
し
て
き
た
文
献
に
は
、

山
南
会
編

『土
田
麦
塵

大
原
孫
三
郎
、

昭
和
十
七
年

金
井
徳
子

「土
田
麦
倦
の
滞
欧
書
簡
」
『比
較
文
色

第
二
号
、

東
京
女
子

大
学
紀
要
、

昭
和
〓
十
二
年

（以
後

「土
田
麦
悟
の
滞
欧
書
簡
」
と
記
載
）

金
井
徳
子

「土
田
麦
悟
の
イ
タ
リ
ア
通
信
」
『比
較
文
化
』
第
四
号
、東

京

女
子
大
学
紀
要
、

昭
和
三
十
三
年

（以
後
「土
田
麦
倦
の
イ
タ
リ
ア
通
信
」

と
記
載
）

金
井
徳
子

「麦
憾
の
滞
欧
生
活
と
そ
れ
以
後
」
『比
較
文
埜

第
五
号
、

東

京
女
子
大
学
紀
要
、

昭
和
三
十
五
年

（以
後

「麦
悟
の
滞
欧
生
活
と
そ
れ

以
後
」
と
記
載
）

田
中
皓

一
「土
田
麦
倦
研
究

（
こ

か
ら

（十
八
江

『萌
斉
』
一
七
七
号
～

一
九
五
号
、

昭
和
四
十
四
年
～
昭
和
四
十
六
年

（以
後

「土
田
麦
悟
研
究

曇

）
か
ら

（十
八
こ
と
記
載
）

加
藤
信

一
「土
田
麦
悟
の
書
簡

（
こ
」
『新
潟
大
学
教
養
学
部
紀
産

第

二
十
五
巻
第
二
号
、

昭
和
五
十
九
年

（以
後

「土
田
麦
悟
の
書
簡

（
こ
」

と
記
載
）

加
藤
信

一
「土
田
麦
憾
の
書
簡

公
０
」
『新
潟
大
学
教
養
学
部
紀
要
』
第

二
十
六
巻
第

一
号
、

昭
和
五
十
九
年

（以
後

「土
田
麦
僧
の
書
簡

合
０
」

と
記
載
）

田
中
日
佐
夫
編
「土
田
麦
悟
の
野
村

一
志
あ
て
書
簡
当
美
学
美
術
史
論
集
』

第
四
輯
、

成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
室
、

昭
和
五
十
九
年

（以
後

「野

村

一
志
あ
て
書
簡
」
と
記
載
）

田
中
日
佐
夫
編

「上
回
麦
悟
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
書
簡
」
『美
学
美
術

史
論
集
』
第
六
報
、成

城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
室
、

昭
和
六
十
二
年

（以

後

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
書
簡

（続
編
こ
と
記
載
）

田
中
日
佐
夫
編

「土
田
麦
倦
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
書
簡

（続
編
と

『美

学
美
術
史
論
集
』
第
六
輯
、

成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
室
、

昭
和

六
十
二
年

（以
後

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
書
簡
」
と
記
載
）

横
山
秀
樹

「土
田
麦
僧
の
初
期
作
品
と
青
年
期
に
つ
い
て
」
「新
潟
県
美

術
博
物
館
紀
産

第

一
号
、

昭
和
六
十
二
年

（以
後

「初
期
作
品
と
青
年

期
に
つ
い
て
」
と
記
載
）

柏
木
加
代
子

「麦
磨
と
パ
リ
」
『か
き

つ
ば
た
　
土
田
麦
憾
の
愛
と
芸
術
』

大
阪
大
学
出
版
会
、平

成
十
五
年

（以
後

「麦
悟
と
パ
リ
」
と
記
載
）

計
良
勝
範

・
上
田
文

「土
田
麦
悟
　
藍
原
五
三
郎
宛
書
輸
」
鳩
村
研
究
会

平
成
十
五
年

（以
後

「藍
原
五
三
郎
宛
書
輸
」
と
記
載
）

な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

書
簡
に
つ
い
て
最
初
に
公
に
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
は
、麦

倍
の
塾
で
あ

っ

た
山
南
会
が
麦
悟
の
亡
く
な

っ
た
後
、

遺
作
集
と
し
て
昭
和
十
七
年
に
編
纂

し
た

『土
田
麦
悟
』

（註

一
）
で
あ

っ
た
。
こ
の
本
に
は
書
簡
が
八
十
五
点
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、

刊
行
直
前
に
大
原
孫
三
郎
の
意
見
に
よ
り
公
に
な
ら
な
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か

っ
た
も
の
で
あ
る
　
全
冊
廃
棄
処
分
さ
れ
た
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、

現

ｒｌ…
で
も
た
ま
に
古
本
に
に
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。

『土
田
麦
偲
』
の
本
文
中

一
に
い、人
吹
孫
…

郎
氏
に
苑
て
た
書
間
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
、晩

年
の
後

二
／
】て
あ

っ
た
大
原
氏
に
宛
て
た
書
簡
類
が
公
に
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

主
キ
Ｌ
桜
公

へ
の
出
品
作
に
つ
い
て
、

制
作
に
お
け
る
考
え
な
ど
が
よ
り

＝
〓
″ら

か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

上
高
友
倦
一は
刊
行
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
、麦

悟
の
書
簡
に
つ
い
て
最
初

一
牛
ネ
拘
に
た
災
し
た
の
は
、

金
井
徳
子
氏
で
あ
る
。

東
京
女
子
大
学
の
紀

一

工
教
文
化
一一
の
な
か
で
発
表
さ
れ
た
論
文
は
、

〓
一回
に
分
け
ら
れ
て
掲
載

「ｆ

′
‥
一　
多
く
の
青
簡
類
を
も
と
に
、麦

悟
研
究
と
し
て
級
密
で
系
統
だ

っ

■
１
■
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
留
守
宅
の
千
代
夫
人
に
宛
て
た
書
簡
が

ｉ
ｔ
て
公
に
な

っ
た
も
の
も
あ

っ
た
。
ま
た
他
の
書
簡
類
を
変
え
麦
偲
の
生

・
こ
も
ふ
れ
な
が
ら
紹
介
し
、麦

悟
の
芸
術
観
を
校
証
し
た
、優

れ
た
論
考
で

ゴ々
つ
　
こ
れ
以
降
、麦

偲
の
作
品
に
つ
い
て
論
ず
る
と
き
に
は
、書

筒
類
に
よ

う
慎
証
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

―――
中
国
佐
夫
氏
が
編
集

・
解
説
し
た

「土
田
麦
偲
の
野
村

一
志
あ
て
書
簡
」

一Ｌ
１１１
友
悟
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
書
簡
」
「土
田
麦
偲
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

の
ど
簡

（続
編
こ
の
〓
冊
は
質

・
量
と
も
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の

三
冊
の

『美
術
美
学
史
論
集
』
は
、主同

年
時
代
か
ら
の
野
村

一
志
氏
と
の
交
流

に
よ
る
書
簡

（明
治
四
十
四
年
か
ら
昭
和
十

一
年
ま
で
）、
麦
偲
が
千
代
夫
人

に
宛
て
た
、

大
正
十
年
十

一
月
か
ら
大
正
十
二
年
三
月
ま
で
に
至
る

「
ヨ
ー

ロ
ツ
パ
か
ら
の
書
簡
」、
続
篇
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
ハ
ガ
キ
類
を
中
心
に

し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、

」ヽ
の
資
料
を
み
る
だ
け
で
も
麦
偲
の
筆
ま
め
さ
が

よ
く
わ
か
る
。

田
中
皓

一
氏
は

『萌
春
』
に
十
八
回
連
続
で
掲
載
し
た
、

「土
田
麦
僧
研
究

曇

）
か
ら

（十
人
と

の
中
で
麦
悟
の
論
考
を
行

っ
た
。

書
筒
や
そ
の
他
の
資

料
を
基
に
級
密
な
考
証
を
行

っ
て
い
る
が
、村

松
梢
風
の
「本
朝
画
人
伝
」
的

な
趣
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、力

作
で
あ
る
が

一
般
的
に
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。

「麦
悟
と
パ
リ
」
の
中
で
、

柏
木
加
代
子
氏
は
欧
州
留
学
時
代
に
フ
ラ
ン
ス

で
知
り
合

っ
た
、

ア
ン
リ
エ
ツ
ト

・
コ
ル
デ
イ
エ
か
ら
麦
倦
に
宛
て
た
書
簡

を
紹
介
し
、滞

欧
時
に
麦
偲
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
お
く

っ
て
い
た
の
か
垣

間
見
て
い
る
。

ア
ン
リ
エ
ッ
ト
の
書
間
に
は
甘
い
想
い
が
級
ら
れ
て
い
る
が
、

麦
悟
が
フ
ラ
ン
ス
滞
在
中
に
制
作
し
た
作
品
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。

柏
木
氏
に
よ
る
と
、麦

悟
は
帰
国
後
友
人
の
画
家
に
ア
ン
リ
エ
ツ
ト
か

ら
送
ら
れ
た
書
簡
を
預
け
て
い
た
と
い
う
。

計
良
勝
範
氏
と
上
回
文
氏
に
よ
る

「土
田
麦
偲
　
藍
原
五
三
郎
宛
書
翰
」

は
、

明
治
三
十
七
年
か
ら
昭
和
三
年
ま
で
の
十
通
を
紹
介
し
て
い
る
。

藍
原

五
三
郎
は
麦
僧
が
生
ま
れ
育

っ
た
新
潟
県
佐
渡
郡
新
穂
村

（現
佐
渡
市
）
に

あ
る
、新

穂
尋
常
小
学
校
時
代
に
教
え
を
受
け
た
恩
師
で
、京

都
に
上
京
し
て

か
ら
藍
原
氏
が
亡
く
な
る
ま
で
に
背
き
送

っ
た
書
簡
で
あ
る
。
ま
た
計
良
氏

に
よ
る
と
、新

穂
高
等
小
学
校
か
ら
の
友
人
で
あ

っ
た
高
野
詢
二
氏
に
宛
て

た
未
発
表
の
書
簡
が
二
十
七
通
残
さ
れ
て
い
る
。

藍
原
先
生
に
宛
て
た
書
簡

は
明
治
時
代
の
も
の
が
五
通
あ
り
、麦

徳
が
上
京
し
て
栖
鳳
塾
に
入
り
、竹

杖

会
で
勉
強
し
て
い
る
頃
の
様
子
が
伺
え
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
。

拙
論
の
「土
田
麦
倍
の
初
期
作
品
と
青
年
期
に
つ
い
て
」
の
中
で
は
、麦

偲

が
法
衣
商
で
あ

っ
た
峯
芳
吉
氏
を
頼

っ
て
京
都

へ
上
京
し
た
あ
と
、

峯
氏
に

宛
て
た
書
簡
を
紹
介
し
た
。

こ
の
書
簡
は
現
在
に
新
潟
県
立
近
代
美
術
館

・

万
代
島
美
術
館
の
所
蔵
と
な

っ
て
い
る
。

二
、

「関
員
次
郎
あ
て
書
簡
」
に
つ
い
て

加
藤
信

一
氏
は

「土
田
麦
悟
の
書
簡

（
こ
」、
「土
田
麦
僧
の
書
簡

含
こ
」

を
新
潟
大
学
教
養
学
部
紀
要
に
発
表
し
、ハ
ロ
計
五
十
五
通
の
書
簡
を
紹
介
し

て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
書
簡
は
、新

潟
県
加
茂
町

（現
加
茂
市
）
で
当

時
大
規
模
に
機
械
織
物
業
を
行

っ
て
い
た
、

関
員
次
郎
氏
に
宛
て
た
も
の
で

あ
る
。

関
氏
は
美
術
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、

古
美
術
、書

画
、道

具
類
な

ど
多
方
面
に
わ
た
り
亮
集
し
て
い
た
。

昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
オ
ー
ル
街
で
起
き
た
株
価

の
大
暴
落
に
よ
る
世
界
大
恐
慌
は
、

翌
五
年
に
は
日
本
も
巻
き
込
み
全
国
で

大
恐
慌
に
陥
り
、農

村
部
で
も
生
糸
や
農
産
物
の
大
暴
落
な
ど
経
済
的
な
破

綻
が
起
こ
っ
た
。

関
氏
の
事
業
も
不
況
に
巻
き
込
ま
れ
て
経
営
不
振
と
な
り
、

関
民
次
郎
あ

て
■
価
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昭
和
九
年
に
は
美
術
品
な
ど
を
整
理
し
て
入
札
に
か
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
陥

っ
た
。

加
藤
氏
は
、

関
員
次
郎
氏
宛
て
の
書
簡
五
十
五
通
を
紹
介
し
た
が
、

関
家
に

は
こ
の
他
十
四
通
の
葉
書
が
残
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
十
通
が
大
正
十
年

（
一
九
二

一
）
か
ら
大
正
十

一
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、麦

悟
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遊
学
を
行

っ
て
い
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

残
り
の
四
通
は
昭

和
四
年

（
一
九
二
九
）
か
ら
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
ま
で
に
出
さ
れ
た
絵
葉

書
で
、帝

展

へ
の
出
品
作
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

関
氏
宛
て
の
書
簡
類
は
、

明
治
四
十
四

（
一
九

一
一
）
年
十

一
月
十
六
日
に

出
さ
れ
た
も
の
が
最
初
で
あ
り
、

最
後
は
昭
和
十

（
一
九
三
五
）
年
六
月
十
五

日
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
間
、

『関
家
蔵
品
入
札
』
に
よ
れ
ば
、

関
氏
は
麦

悟
の
作
品
を
多
く
所
蔵
し
て
い
る
が
、

麦
倍
の
斡
旋
に
よ
っ
て
購
入
し
た
と

考
え
ら
れ
る
竹
内
栖
鳳
の
作
品
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
麦
倦
の

作
品
数
を
は
る
か
に
凌
い
で
い
る
。

書
簡
に
は
小
野
竹
喬
作
品
の
斡
旋
依
頼
、

黒
田
重
太
郎
の
新
潟
で
の
画
会
開
催
の
打
診
な
ど
も
書
か
れ
て
お
り
、

関
氏

と
麦
偲
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

書
簡
類
は

切
手
収
集
の
た
め
に
剥
が
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

一
部
に
は
差
し
出
し

年
月
日
が
判
読
不
能
の
も
の
も
あ
る
が
、

野
村

一
志
宛
の
書
簡
を
参
考
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
差
出
年
月
日
を
類
推
す
る
こ
と
は
出
来
る
。

関
真
次
郎
氏
に
あ
て
た
土
田
麦
偲
書
筒
類
は
、

ひ
孫
の
関
岳
夫
氏
が
所
蔵

し
て
い
た
が
、

平
成
七
年

（
一
九
九
五
）
に
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
が
購
入
し
、

現
在
は
新
潟
県
立
近
代
美
術
館

・
万
代
島
美
術
館
の
所
蔵
と
な

っ
て
い
る
。

購
入
し
た
と
き
に
は
書
簡
が
五
十
三
通
、葉

書
が
十
四
通
と
な

っ
て
お
り
、加

藤
氏
が
発
表
し
た
と
き
よ
り
書
簡
が
二
通
少
な
く
な

っ
て
い
る
状
態
で
あ

っ

た
。

加
藤
氏
が
解
読
し
た
書
簡
に
つ
い
て
は
後
日
改
め
て
論
考
し
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、

こ
の
稿
で
は
今
ま
で
未
発
表
で
あ

っ
た
葉
書
の
十
四
通
に
つ

い
て
読
み
下
し
を
行
い
、内

容
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

三
、

関
員
次
郎
あ
て
葉
書

①
・　
消
印
不
明
　
１
９
２
１

・
１０

・
２５

大
日
本
新
潟
懸
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

香
港
に
て
　
土
田
麦
悟

（絵
葉
室
昌
本
　
弓
汀
　
，将
洋
　
澪
営
幣
目
じ

出
帆
の
際
は
わ
ざ
わ
ざ
御
見
送
り
下
さ
れ
あ
り
が
た
く
御
礼
申
上
げ
門
司

を
出
る
と
少
し
ば
か
り
波
に
よ
わ
り
ま
し
た
が
そ
れ
も
三
十
分
斗
り
で
元
気

を
回
復
　
づ

っ
と
平
穏
の
航
海
を
つ
づ
け
て
八
日
上
海
に
入
港
し
ま
し
た
。

上
海
は
二
泊
其
間
に
蘇
州
に
参
り
有
名
な
寒
山
寺
に
参
り
月
落
鳥
鳴
の
旧

蹟
を
見
ま
し
た
。

実
に
い
い
処
で
も

一
度
来
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
れ

か
ら
十
日
上
海
出
帆
　
今
十
三
日
朝
五
時
香
港
に
入
港
　
山
上
を
支
那
人
の

資
に
の
っ
て
練
る
有
様
は
新
し
い
五
十
三
次
で
す
。

麦
倦
は
上
海
に
寄
港
し
た
際
、幾

枚
か
の
ス
ケ
ッ
チ

（註
二
）
を
残
し
て
い

る
。

何
隻
も
の
舟

（サ
ン
パ
ン
）
を
描
い
た

一
枚
に
は

「十
月
八
日
午
前
　
上

海
に
て
」
と
の
記
載
が
あ
り
、午

前
に
到
着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

川

に
沿

っ
て
建
て
ら
れ
た
家
を
描
い
た

一
枚
に
は

「
八
日
午
後
　
立弓
甫
に
て

麦
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

上
海
で
は
中
国
娘

（支
那
歌
疲
）
に
興
を
そ
そ
ら
れ

た
ら
し
く
同
じ
画
帳
に

「時
鴻
」
「楽
第
」
と
書
か
れ
た
素
描
も
書
き
残
し
て

い
る
。

十
月
九
日
、

上
海
か
ら
汽
車
で
二
時
間
か
け
蘇
州
城
外
の
停
車
場
に
着
き
、

「寒
山
寺
」
研
田
園
」
な
ど
を
訪
れ
夕
方
五
時
の
汽
車
で
戻

っ
て
い
る
。

香
港

で
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
ピ
ー
ク
の
上
に
上
り
、

午
後
に
は
自
動
車
で
香
港

一

周
を
行

っ
た
。

「野
村

一
志
あ
て
書
簡
」
、大

阪
時
事
新
報
社
編

『欧
洲
芸
術
巡
礼
紀
行
』
（註

一こ
、

「絵
葉
書
」
や
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
る
と
、

コ
ロ
ン
ボ
ま
で
の
行
程
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

（註
四
）

十
月
　
一二
日
、汽

車
で
京
都
出
発
。

関
員
次
郎
あ
て
葉
書
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卜
月
　
四
日
、午

前
十

一
時
郵
船
賀
茂
丸
に
て
出
帆
。

十
月
　
八
日
、午

前
六
時
上
海
入
港
。

午
後
竜
甫
を
散
策
。

夜
に
は
、支

那

歌
疲
置
屋
に
い
く
。

十
月
　
九
日
、

午
前
に
蘇
州
着
。

寒
山
寺
な
ど
を
訪
ね
、午

後
に
賀
茂
丸
に

帰
る
。

十
月
　
十
日
、午

前
八
時
。

上
海
出
帆
。

十
月
十
三
日
、香

港
に
朝
五
時
に
入
港
。

十
月
十
九
日
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

（新
嘉
坂
）
に
は
、

午
後
三
時
過
ぎ
に
町
の
西
端
に

接
岸
し
翌
二
十
日
の
夕
方
に
出
帆
し
た
。　

一
泊
す
る
間
に
自
動
車

を
展
い
、

現
地
人
の
集
落
や
植
物
園
に
行

っ
て
い
る
が
、麦

偲
は
小

舟
や
荷
車
を
引
く
牛
、

現
地
人
な
ど
を
ス
ケ
ツ
チ
し
て
い
る
。

十
月
二
十

一
日
、

マ
ラ
ッ
カ

（馬
粒
加
）
に
は
未
明
に
到
着
、

出
帆
ま
で
の

わ
ず
か
な
時
間
に
上
陸
し
、

麦
悟
は
船
着
場
の
風
景
を
ス
ケ
ッ
チ

し
て
い
る
。

十
月
二
十

一
日
、

ペ
ナ
ン
に
午
後
到
着
。

馬
車
で
支
那
寺
院
の
極
楽
寺
を
見
学
。

十
月
二
十
二
日
、

ペ
ナ
ン
を
午
前
四
時
に
出
帆
。

十
月
二
十
七
日
、

コ
ロ
ン
ボ

（古
倫
母
）
に
夕
方
到
着
。

上
陸
し
ホ
テ
ル
に
宿
泊
、

翌
日
自
動
車
で
市
中
を
見
学
。

十
月
二
十
八
日
、

コ
ロ
ン
ボ
を
午
後
二
時
に
出
帆
。

②
・　
工
卜
殿
尚
ＨＦ
Ｆ
Ｄ
ｌ
ｏ
＞
刃
Ｄ
　
ｌ
９
２
１

・
１１

・
１７

日
本
新
潟
懸
加
茂
町
　
関
真
次
郎
様

十

一
月
十
二
日

一
行
は
ま
こ
と
に
元
気
□
□
□
十

一
月
九
日
に
ス
エ
ズ
に
着
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ン
ボ
を
出
て
十
三
昼
夜
日
で
す
。

そ
れ
か
ら
船
が
ス
エ
ズ
の
運
河
を
通

る
間
に
カ
イ
ロ
を
見
て
ま
わ
る
事
に
し
ま
し
た
。

十

一
時
に
立
つ
と
其
夕
方

五
時
に
カ
イ
ロ
に
着
き
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ラ
ク
ダ
で
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
立

っ
て

居
る
丘
を
上
り
ま
す
。

丁
度
月
夜
だ

っ
た
の
で

（絵
葉
書
裏
　
ラ
ク
ダ
四
匹
）

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
星
の
輝
く
空
に
浮
き
上

っ
て
居
る
し
□
□
ロ
ス
ピ
ン
ク
ス

が
月
の
光
に
半
面
白
く
照
ら
さ
れ
て
居
ま
す
。

生
れ
て
初
め
て
の
深
い
感
動

で
し
た
。

（以
下
イ
ン
ク
が
渉
ん
で
い
る
た
め
不
明
）

同
日
麦
偲
は
野
村

一
志
氏
宛
て
に
葉
書
を
出
し
て
お
り
、

京
都
か
ら
欧
州

に
向
か

っ
た

一
行
が
総
勢
二
十
五
人
と
書

い
て
い
る
。

ス
エ
ズ

（蘇
士
）
に

着

い
た

一
行
は
、

翌
日
に
船
が
出
帆
す
る
ま
で
の
時
間
を
利
用
し
て
カ
イ
ロ

見
学
を
行

っ
た
。
カ
イ
ロ
ま
で
汽
車
で
六
時
間
の
行
程
で
夕
方
五
時
に
到

着
し
、

そ
こ
か
ら
自
動
車
で
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
近
く
ま
で
行
き
、

後
は
ラ
ク
ダ

に
乗

っ
て
見
学
を
し
、

現
地
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
て
早
朝
ポ
ー
ト
サ
イ
ド
に

一戻
っ
て
い
る
。

③

一軍

刃
あ

１
９
２
１

・
１１

・
２７

大
日
本
新
潟
懸
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

Ｆ
島
Ｌ
　
田
【ののｏ
ｐ
　
∞
『
つ
Ｆ
単
ａＦ
∽
〇
いヽ
ｏ
毎
¢
＞
Ｅ
い
●
４
ま
∽
円
臣ヽ
チ
句
いヽ
■
命ｏ

上
回
麦
仙
拝

大
変
御
無
沙
汰
致
し
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
ヘ
は
十
六
日
に
無
事
着
そ
れ

か
ら
途
中
ア
ビ
ニ
オ
ン
、

リ
オ
ン
と
博
物
館
を
見
物
し
つ
つ
十
八
日
朝
十
時

□
て
□
ね
て
憧
憬
の
地
巴
里
に
着
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
こ
の
ホ
テ
ル
に
落

付
き
質
素
な
留
学
生
と
同
様
な
生
活
を
し
て
居
ま
す
。

物
価
な
ど
は
日
本

と
殆
ど
同
様
で
□
□
□
月
六
七
十
円
食
費

（外
出
し
て
食
べ
る
の
で
す
）
月

百
五
十
円
も
あ
れ
ば
や
れ
ま
す
。

毎
日
博
物
館
を
廻

っ
て
と
て
も
人
間
業
で

は
な
い
と
思
ふ
名
画
に
驚
嘆
し
て
居
ま
す
。

（絵
葉
書
裏
　
＞
吾
①
Ｚ
ｏ
ｚ
）

□
す
る
と
い
ふ
事
は
□
て
の
想
像
す
る
以
上
の
効
果
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

毎
日
疲
れ
切
る
の
で
つ
い
手
紙
も
書
け
ず
失
礼
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ

ち
ら
は
随
分
寒
く
京
都
あ
た
り
よ
り
は
寒
い
け
れ
ど
や
つ
と
□
頃
で
は
慣
れ

て
来
ま
し
た
。

来
月
二
十
日
頃
に
は
以
太
利
に
行
く
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ゼ
　
ー
９
２
１
　
１１
　
１７
　
ス
エ
ズ
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『欧
洲
巡
礼
紀
空

に
よ
れ
ば
、麦

偲

一
行
が
パ
リ
で
最
初
に
行
李
を
開
い

た
の
は
、

グ
ラ
ン
　
ザ
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
河
岸
の
三
十
七
番
地
に
あ
る
ホ
テ
ル

ビ

ツ
ソ
ン
で
あ

つ
た
。

ホ
テ
ル
は
セ
ー
ヌ
川
の
左
岸
沿
い
に
位
置
し
、

上
に

聖
ミ
ツ
ゼ
ル
、

下
に
ボ
ン
　
ヌ
フ
の
二
つ
の
橋
が
あ
り
、近
く
に
は
ル
ー
ブ
ル

美
術
館
や
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ル
宮
殿
が
あ

っ
た
。
こ
の
実
書
も
ホ
テ
ル
か
ら
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

麦
層
は
こ
の
葉
書
を
関
氏
に
出
し
た
と
き
に
は
、す

で
に
ル
ノ
ヮ
ー
ル
の

作
品
を

一
点
購
入
し
て
い
る
。

十

一
月
十
八
日
に
パ
リ
に
着
き
、

一
一十
五
日

パ
リ
か
ら
千
代
夫
人
に
あ
て
た
手
紙
に
は
す
で
に
作
品
を
蒐
集
し
た
こ
と
が

書
か
れ
て
お
り
、麦

倦
の
行
動
の
素
早
さ
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、ピ

サ
ロ
の
作
品
に
も
興
味
を
示
し
て
お
り
、

セ
ザ
ン
ヌ
、

ゴ
ッ
ホ
、

マ
イ
ヨ
ー
ル

の
名
前
も
同
時
に
書
き
挙
げ
ら
れ
、

絵
を
購
入
す
る
た
め
千
代
夫
人
に
五
千

円
の
お
金
を
至
急
送
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。

④
　
可
＞
刃
あ
　
１
９
２
２

・
１

・
１

日
本
新
潟
懸
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

ゆ
可
営
冴

土
田
麦
仙
拝

今
晩
は
大
晦
日
の
晩
で
す
。

□
御
回
で
は
御
多
忙
を
極
め
て
居
ら
れ
る
事

で
せ
う
。

□
葉
書
が
御
手
元
に
入
る
頃
は
昨
年
御
厄
介
に
な

っ
て
あ
の
雪
の

庭
に
立

っ
て
写
真
を
撮

っ
て
貰

っ
た
頃
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
御
□
様
に

あ

っ
た
□
□
□
と
い
ふ
事
は
実
に
想
像
の
つ
か
な
い
程
有
益
の
□
□
と
い
ふ

事
を
し
み
じ
み
感
じ
□
□
。

ル
ー
プ
ル
と
い
ふ
博
物
館

一
つ
見
る
だ
け
で
も

一
週
間
で
見
つ
く
せ
ま
せ
ん
。

こ
れ
だ
け
見
□
帰
つ
て
も
充
分
だ
と
い
ふ
気
が
し
ま
す
。

そ
れ
に
□
□
伊

太
利
英
国
ス
ペ
イ
ン
等
を
見
ら
れ
る
か
と
思
ふ
と
胸
の
お
ど
る
気
が
し
ま

す
。
自
分
は
こ
こ
に
非
常
な
興
奮
と
歓
び
を
以

っ
て
申
し

（葉
書
裏
）

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
自
分
に
世
界
に
知
ら
れ
て
居
る
名
画
を
手
に
入

れ
る
事
が
出
来
た
事
で
す
。

そ
れ
は
パ
イ
プ
を
喰

へ
た
男
の
首
像
で
ク
ル
ベ

の
画
で
す
。

そ
れ
は
近
代
の
画
家
に
最
も
影
響
を
奥

へ
た
十
九
世
紀
最
大
の

画
家
で
あ
り
ま
た
自
分
の
手
に
入
れ
た

⑤

〕軍

呂
∽

１
９
２
２

・
１

・
１

日
本
新
潟
懸
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

三

一
日
　
土
田
麦
仙
拝

（第
二
）
も
の
は
世
界
の
画
家
に
知
ら
れ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
が
ふ
と
画
商

の
手
に
あ
る
事
が
知
れ
た
の
で
思
い
切

っ
て
六
千
円
を
投
じ
て
手
に
入
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
日
本
美
術
界
の
驚
異
で
す
。

其
外
素
晴
ら
し
い
も
の
を
三
四

点
手
に
入
れ
ま
し
た
処
日
本
の
人
に
は

一
切
い
つ
て
□
□
□
に
あ
り
ま
す
。

帰
る
迄
に
あ
ま
り
評
判
に
な
る
事
を
恐
れ
た
か
ら
で
す
。

昨
秋
手
に
入
れ
た

オ
ヂ
ロ
ン
ル
ド
ン
と
い
ふ
人
の
画
な
ど
は

一
晩
自
分
は
眠
る
事
が
出
来
な
い

ほ
ど
の
喜
び
で
し
た
。
こ
れ
な
ど
は
す
き
な
音
楽
を
聞
か
さ
れ
た
時
同
様
の

感
じ
を
持

つ
画
で
す
。

兎
に
角
こ
う
し
た
画
が
手
に
入
る
と
い
ふ
事
は
こ
の

（
フ
ラ
ン
が
）
仏
国
の
金
が
安
く
日
本
の
金
が
比
較
的
高
い
為
で
す
。
も
し
景

気
が

一
□
戦
前
と
同
様
に
な

っ
た
ら
と
て
も
自
分
な
ど
に
画
は
買

へ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
画
の
高
い
の
に
は
驚
き
ま
す
。

尤
も
自
分
の

買

っ
た
も
の
は
皆
世
界
的
な
画
家
の
も
の
ば
か
り
で
す
。
ど
う
し
て
も
二
千

円
よ
り
下
の
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
は
三
食
を
杭

っ
て
も
そ
れ
程
の
名

画
を
手
に
入
れ
て
居
り
ま
す
。

麦
悟
は

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
書
屋

に
よ
れ
ば
、

十
二
月
六
日
に
千
代
に

あ
て
た
手
紙
の
中
で
「そ
れ
で
自
分
は
ど
う
し
て
も
こ
の
内
の
ク
ル
ベ
ー
の

パ
イ
プ
を
喰

へ
た
男
と
ロ
ー
ト
レ
ク
の
赤

い
キ
モ
ノ
の
女
と
セ
ザ
ン
ヌ
の

二
万
五
千
フ
ラ
ン
の
静
物
の
中
の
ど
れ
か
を
買
ひ
た
い
と
思
う
」
と
述
べ
、

さ

ら
に

一
万
円
を
送

っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん
で
い
る
が
、

関
氏

へ
の
手
紙
で

ク
ル
ー
ベ
の
作
品
を
六
千
円
で
購
入
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

麦
俸
は
こ
の
後
、

ゴ
ツ
ホ
、

セ
ザ
ン
ヌ
、

ル
ソ
ー
、

ル
ノ
ヮ
ー
ル
、

ンヽ
ャ
バ
ン
ヌ
、
ド
ー
ミ
エ
、

ル
ド

ン
な
ど
の
作
品
を
立
て
続
け
に
購
入
し
て
い
る
。

帰
国
す
る
ま
で
に

一
部
は

他
の
作
品
と
交
換
し
た
り
し
て
い
る
が
、

日
本
に
持
ち
帰
り
帰
国
後
京
都
の

画
室
に
お
い
て
展
覧
会

（註
五
）
を
開
催
し
て
い
る
。

特
筆
す
る
こ
と
は
、麦

④
一　
１
９
２
２
　
１
・
１
　
パ
リ

⑤

　
ｌ
９
２
２
　
１

・
１
　
パ
リ
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倦
は
収
集
し
た
作
品
す
べ
て
麦
倦
個
人
の
お
金
と
、審

美
眼
で
収
集
し
た
こ

と
で
あ
る
。

①
）
Ｚ
＞
円
Ｏ
Ｅ
　
ｌ
９
２
２

・
１

・
１７

日
本
新
潟
懸
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

ロ
ウ
マ
に
て
　
土
田
麦
悟
拝

九
日
に
巴
里
を
立

っ
て
其
翌
日
は
南
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ー
ス
と
い
ふ
処
に
参

り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら

一
寸
電
車
で
カ
ア
ユ
ス
と
い
ふ
処
迄
参
リ
ル
ノ
ワ
ー

ル
の
旧
宅
を
見
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
浮
山
の
ル
ノ
ヮ
ー
ル
の
画

が
あ

っ
た
の
で
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
の
処
か
ら
伊
太
利
に
入
リ
ピ
サ
と

い
ふ
処
で
は
カ
ン
ポ
サ
ン
ト
の
壁
画
を
見
て
実
に
驚
嘆
し
て
了
ひ
ま
し
た
。

実
に
美
し
さ
の
極
み
で
す
。

全
く
我
々
日
本
画
家
の
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
も
の
が
澤
山
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
昨
十
四
日
の
夜
□
□
□
に
着
く
事
が

出
来
ま
し
た
。

（以
下
不
明
）
ナ
ポ
リ
に
向
い
ま
す
。

（葉
書
裏
）

実
際
こ
う
し
た
名
画
を
見
る
事
が
出
来
る
の
は
実
に
幸
福
な
事
だ
と
思

っ

て
居
ま
す
。

一
月
十
五
日
拝

麦
偲
は
大
正
十

一
年

一
月
九
日
に
パ
リ
を
出
発
し
、

イ
タ
リ
ア
に
向
か

っ

た
　
千
代
夫
人
あ
て
の

一
月
五
日
の
手
紙
に
は

一
ヶ
月
位
イ
タ
リ
ア
を
旅
行

し
、

パ
リ
に
帰

っ
て
半
月
し
た
ら
ス
ベ
イ
ン
に
十
日
あ
ま
り
行

っ
て
き
て
、

そ

の
後
英
国
に
旅
行
す
る
予
定
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
で
の

一
行
は
、

ゼ
ノ
ア
、ピ

サ
、

ロ
ー
マ
、

バ
チ
カ
ン
、

ナ
ポ
リ
、

ポ

ン
ペ
イ
、

ア
ッ
シ
ジ
、

フ
イ
レ
ン
ツ
エ
、

ボ
ロ
エ
ア
、

ベ
エ
ス
、

パ
ト
ヴ
ァ
、
ヽ
ヽ
ラ

ン
を
見
て
回
り
、

一
一月
九
日
に
汽
車
で
パ
リ
に
向
け
て
出
発
し
十

一
日
の
午

前
十
時
に
パ
リ
に
つ
い
た
。

麦
悟
は
当
初
の
ホ
テ
ル
に
そ
の
ま
ま
滞
在
し
て

お
り
、

荷
物
類
も
そ
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。　

一
ヶ
月
の
旅
行
で
あ

っ
た
が
こ
の

と
き
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
黒
田
重
太
郎
が
書
い
た

『欧
州
藝
術
巡
礼

紀
行
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。　

一
行
は
旅
行
す
る
事
前
に
、

イ
タ
リ
ア
各
地

の
寺
院
な
ど
に
何
が
残
さ
れ
て
い
る
か
情
報
を
集
め
、

か
な
り
の
下
準
備
を

行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、精

力
的
に
絵
画
を
見
て
回
っ
て
い
る
。

②
　
切
手
が
剥
が
さ
れ
て
お
り
、消

印
は
不
明

（１
９
２
２

・
２

・
４
）

新
潟
懸
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

ベ
エ
ス
　
上
回
拝

拝
啓
　
昨
二
月
三
日
フ
ロ
レ
ン
ス
か
ら
こ
の
ベ
エ
ス
に
着
き
ま
し
た
。

停

車
場
を
下
り
る
と
直
に
赤
帽
が
ゴ
ン
ド
ラ
に
荷
物
を
下
ろ
す
と
い
ふ
不
思
議

な
町
で
す
。

こ
こ
で
は
予
期
し
な
い
い
い
画
が
そ
れ
程
澤
山
見
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

明
日
パ
ド
ヴ
ア
に
行
き
ま
す
。

こ
こ
に
は
素
晴
ら
し
い
い
い
画
が

あ
り
ま
す
か
ら
。

（
絵

葉

書

裏

　

　

く
口
Ｚ
問
Ｎ
Ｈ
＞
的

き

Ｎ
Ｓ

∪
属

い
正

Ｆ

，
８

符

あ

ｏ
宅

車

）

①
）
コ
′
刃
あ
　
　
１
９
２
２

・
２

・
２７

日
本
新
潟
懸
加
茂
町
　
　
関
員
次
郎
様

二
月
二
五
日
　
パ
リ
に
て
　
土
田
麦
仙

伊
太
利
か
ら
は
二
月
の
九
日
に
阪

っ
て
（註
六
）参
り
ま
し
た
。

早
速
手
紙
を

書
き
た
い
と
思

っ
て
居
つ
つ
巴
里
に
阪
る
と
何
か
と
見
る
も
の
が
多
い
の
で

つ
い
疲
れ
て
何
に
も
書
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

巴
里
も
や
っ
と
こ
の
頃
は
灰
色

の
空
か
ら
春
ら
し
い
太
陽
が
時
々
も
れ
て
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
も

近
来
稀
れ
な
暖
か
な
日
□
□
だ

っ
た
の
で
友
達
と
巴
里
か
ら
少
し
は
な
れ
た

郊
外
の
ム
ー
ド
ン
の
丘
に
参
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
昨
年
死
ん
だ
彫
刻
界
の

巨
人
ロ
ダ
ン
の
家
や
工
房
が
其
ま
ま
あ
り
ま
す
。　

一
般
に
は
見
せ
な
い
の
で

す
が
無
理
に
頼
ん
で
放
人
が
日
常
愛
し
て
居
た
浮
山
の
参
考
品
や
又
作
り
か

け
の
数
知
れ
な
い
彫
刻
を
見
て
□
□
感
心
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
先
日
自
分

（絵
葉
書
裏
　
て
き
８
白
∪
Ｆ
目
さ
）

ヴ
イ
ン
セ
ン
ト
　
バ
ン
ゴ
ー
ク

（註
七
）
の
大
変
な
い
い
画
を
自
分
の
手
に
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入
れ
た
事
を
自
分
ば
か
り
で
な
く
日
本
美
術
界
の
い
い
収
穫
の

一
つ
だ
と
信

じ
て
居
ま
す
。

バ
ン
ゴ
ー
ク
の
画
は
巴
里
の
画
商
で
も
殆
ど
見
る
事
は
出
来

な
い
と
い
っ
て
い
い
位
居
で
す
。
自
分
は
あ
ら
ゆ
る
画
商
に
頼
む
で
こ
こ
に

一
枚
出
来
の
い
い
も
の
を
手
に
入
れ
て
嬉
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
。
も
う

一

枚
も
欲
し
い
と
思

っ
て
捜
し
て
居
ま
す
。
こ
の
バ
ン
ゴ
ー
ク
は
ホ
ン
ト
天
才

と
も
い
っ
て
い
い
人
で
最
後
に
自
殺
し
た
の
で
す
が
英
時
友
人
で
あ

っ
た
ガ

ツ
セ
エ
と
い
う
人
の
家
に
わ
ず
か
に
十
枚
ば
か
り
残

っ
て
居
た
の
で
す
。
こ

の
人
の
も
の
を
見
て
み
な
感
心
し
て
帰
る
の
で
す
。

其
□
か
な
り
自
分
の
意

か
れ
た
も
の
は
い
い
も
の
で
す
か
ら
い
づ
れ
日
本
に
販

っ
た
ら
公
開
し
て
賞

は
ふ
と
思

っ
て
居
ま
す
。

二
月
十

一
日
に
パ
リ
に
戻

っ
た
麦
悟
で
あ

っ
た
が
、

十
八
日
付
け

（実
際

に
は
十
七
日
に
書
い
た
も
の
）
で
千
代
夫
人
に
あ
て
た
手
紙
の
中
で
ゴ
ッ
ホ

の
作
品
を
購
入
し
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

手
紙
の
中
で
麦
悟
は

「昨
夜
は

バ
ン
ゴ
ー
グ
を
買

へ
た
嬉
し
さ
で
眠
ら
れ
な
か
っ
た
。

い
い
画
を
買

っ
た
時

は
い
つ
も
眠
ら
れ
な
い
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
ゴ
ッ
ホ
の
作
品
と
同
時
に

シ
ャ
バ
ン
ヌ
の
素
描
、
ド
ー
ミ
エ
の
素
描
、

ル
ド
ン
の
油
絵
、

写
楽
の
画
な
ど

も
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
、

〓
一月
五
日
付
け
の
千
代
夫
人
あ
て
の
手
紙
で
は
、

ア
ン
リ
ー

・
ル
ソ
ー
の
作
品
を
購
入
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の

作
品
は
現
在
ブ
リ
デ
ス
ト
ン
美
術
館
の
所
蔵
と
な

っ
て
お
り
、

日
本
に
あ
る

ル
ソ
ー
の
作
品
で
は
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
。

麦
悟
は

一
九
二
三
年
二
月
二
十

一
日
に
パ
リ
を
た
ち
日
本
に
帰
国
し
た

の
で
あ
る
が
、

千
代
夫
人
に
あ
て
た
同
じ
手
紙
の
中
で
、

一
九
二
二
年
九
月

二
十
四
日
に
マ
ル
セ
ー
ユ
出
帆
す
る
箱
崎
丸
に
乗

っ
て
、神

戸
に
は
十

一
月

二
日
に
到
着
す
る
予
定
を
連
絡
し
て
い
る
。
ま
た
、

「自
分
と
し
て
の
新
し
い

手
法
が
発
見
さ
れ
れ
ば
或

い
は
少
し
の
ば
し
て
来
春
に
す
る
か
も
知
れ
な

い
」
と
も
書
い
て
お
り
、実

際
に
は
三
月
に
帰
国
し
て
い
る
。

③
　
切
手
が
剥
が
さ
れ
て
お
り
、消

印
不
明

（１
９
２
２

・
４

・
１
）

日
本
新
潟
懸
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

”
台
ゲ
●
命す
【ａ
や

ス
ペ
イ
ン
か
ら
は
三
月
の
十
七
日

（註
八
）
に
阪
り
ま
し
た
。

そ
し
て

二
十
七
日
か
ら
こ
の
ロ
ン
ド
ン
に
参
り
ま
し
た
。

今
度
は
小
野
君
と
二
人
だ

け
で
す
。
し
か
し
小
野
君
は
二
三
日
の
中
に
巴
里
に
寄

っ
て
四
月
九
日
の
船

で
日
本
に
販
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
自
分
は
こ
の
ロ
ン
ド
ン
に
自
分

一
人
だ
け

残
る
事
に
な
り
ま
す
。

明
日
の
晩
は
小
野
君
と
二
人
だ
け
送
別
の
日
本
飯
を

食
は
う
か
な
ど
い
っ
て
居
り
ま
す
。
自
分
は
し
ば
ら
く

（絵
葉
書
裏
　
Ｆ
ｏ
Ｚ
∪
ｏ
Ｚ
十
四
出
汗
　
守
中い
う
甲
巨
嶋
‐岸じ

こ
ち
ら
に
居
た
い
と
思

っ
て
居
ま
す
。

あ
ま
り
高
い
の
で
近
か
く
巴
里
に
販

り
た
い
と
思

っ
て
居
ま
す
。

そ
し
て
ど
こ
か
巴
里
の
田
舎
に
で
も
行

っ
て
花

の
咲
く
郊
外
を
写
生
し
□
と
思

っ
て
居
ま
す
。

四
月

一
日

ス
ペ
イ
ン
旅
行
は

「欧
洲
藝
術
巡
礼
紀
行
』
に
よ
る
と
、

土
田
麦
悟
、

小
野

竹
喬
、

野
長
瀬
晩
花
、

黒
田
重
太
郎
の
四
人
で
旅
し
て
い
る
。

三
月
十
四
日
、

オ
ル
セ
ー
駅
か
ら
汽
車
で
出
発
し
、

マ
ド
リ
ッ
ド
、

エ
ス
コ
リ
ア
ル
、
ト
レ
ド

の
三
箇
所
を
見
て
回
り
、

パ
リ
に
は
三
月
二
十
二
日
に
戻

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

小
野
竹
喬
が
、

四
月
に
日
本
に
帰
る
前
に
ロ
ン
ド
ン
を
見
て
回
る
予
定
と

な
っ
て
い
た
た
め
、駆

け
足
で
の
旅
行
で
あ

っ
た
。

①
　
（＞
冨
∽
弓
円
刃
∪
＞
玉
　
１
９
２
２

・
１１

・
２
）
絵
葉
書
裏
面

新
潟
懸
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

（絵
葉
書
表
面
）

１

・
Ｚ
９
６
呂
げ
お

ぞ
ぢ
易
【①電

　
”
均
∽属
ま
α
い

口
関
倒
円
□
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
に
参
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
か
ら
こ
の
海
の
中
に
あ
る
マ
ル
ケ
ン
と
い
う
島
に
今
日
は
行

っ
て
来
ま
し

た
。
こ
れ
は
□
□
か
ら
の
雨
風
が
残

っ
て
居
る
実
に
陰
湿
な
土
地
な
の
で
す
。

少
し
寒
く
て
□
に
し
オ
ラ
ン
ダ
は
物
価
が
と
て
も
高
く
て
や
り
切
れ
ま
せ

『
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ん
。

早
く
パ
リ
に
引
き
上
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

オ
ラ
ン
ダ
旅
行
は
パ
リ
を
十
月
十
二
日
に
出
発
し
、

十
三
日
に
ベ
ル
リ
ン

着
、

十
九
日
に
出
発
し
、

当
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
着
。

二
十
三
日
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
発
、

二
十
四
日
ド
レ
ス
デ
ン
着
。

二
十
七
日
頃
ベ
ル
リ
ン
着
、

十
月
三
十
日
頃
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
着
。

三
十

一
日
頃

マ
ル
ケ
ン
。

十

一
月

一
日
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
。

三
日
ハ
ー
グ
、

ア
ン
ト
ワ
ー
プ
。

四
日
ゲ
ン
ト
。

五
日
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
に
滞
在
し
十

一
月
七
日
パ
リ
に
戻

っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
グ
で
は
、

美
術
館

・
博
物
館
を
精
力
的
に
見
学
し
、

デ
ュ
ー
ラ
ー
、

ゴ
ヤ
、

ボ
ツ
テ
チ
エ

リ
ー
、

セ
ザ
ン
ヌ
、

ル
ノ
ヮ
ー
ル
、

ゴ
ッ
ホ
、

コ
ロ
ー
、

ク
ー
ル
ベ
、
ド
ー
ミ
エ
、

ゴ
ー
ギ
ヤ
ン
、

マ
み
、

マ
イ
ヨ
ー
ル
、

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
な
ど
の
作
品
に
感
銘
を

受
け
て
い
る
。

①
　
西
陣
　
昭
和
四
年
十

一
月
十
二
日

越
後
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

土
田
麦
悟

明
年
に
は
岩
崎
家
か
ら
献
上
の
六
曲

一
双
に
着
手
す
る
の
で
帝
展
に
は
出

品
出
来
な
い
と
お
も
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
次
ぎ
に
は
も

っ
と
素
晴
ら
し
い
も
の
を
描
き
ま
す
。

（絵
葉
書
裏
　
帝
回
美
術
院
第
十
回
美
術
展
覧
会
出
品
　
署
栗
　
土
田
麦
倦
筆
）

辺
！　
西
陣
　
昭
和
四
年
十

一
月
十
二
日

越
後
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

出
品
の
原
色
版
が
出
来
て
来
た
の
で
お
目
に
か
け
ま
す
。

か
た
ち
よ
く
出

来
て
居
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
回
麦
悟

（絵
葉
書
裏
　
帝
国
美
術
院
第
十
回
美
術
展
覧
会
出
品
　
磐
粟
　
土
田
麦
悟
筆
）

①
　
西
陣
　
昭
和
５
年
　
消
印
薄
れ
て
お
り
不
明

越
後
国
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様

土
田
麦
悟

拝
啓
　
其
後
は
御
無
沙
汰
拙
作
帝
展
出
品

ハ
ガ
キ
を
お
目
に
か
け
ま
す
。

幸
い
に
も
非
常
の
好
評
を
得
今
年
も
亦
福
田
君
の
鯉
と
美
術
院
候
補
と
な
り

共
に
心
中
　
別
紙
批
評
の

一
部
を
お
目
に
か
け
ま
す
。

其
外
清
方
氏
の
報
知

評
、竜

子
氏
の
時
事
新
報
共
に
拙
作
を
第

一
に
推
賞
し
て
く
れ
ま
し
た
。

（絵
業
書
裏
　
帝
国
美
術
院
第
十

一
回
美
術
展
覧
会
出
品
　
明
粧
　
土
田
麦
偲
筆
）

前
年
に
は
帝
展
に
出
品
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
葉
書
に
書
い
て
い
る

が
、《

明
粧
》
を
出
品
し
、好

評
を
博
し
た
。

ほ
ぼ
同
文
の
葉
書
は
、

野
村

一
志

氏
に
も
十

一
月
二
日
付
け
で
出
し
て
お
り
、

ほ
ぼ
同
時
期
に
出
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

清
方
氏
は

「鏑
木
清
方
」、竜
子
氏
は

「川
端
龍
子
」
で
あ
る
。

⑭
　
西
陣
　
昭
和
　
年
　
月
十
五
日
（推
定
昭
和
十
年
六
月
十
五
日
Ｘ
註
九
）

新
潟
懸
越
後
加
茂
町
　
関
員
次
郎
様
　
御
内

京
都
市
衣
笠
　
　
土
田
麦
偲

時
候
儀
御

一
同
様
に
も
御
機
嫌
よ
ろ
し
く
何
よ
り
と
存
じ
上
げ
□
□
候
。

ご
存
じ
の
如
く
□
く
と
も
帝
展
問
題
に
て
東
上
致
し
居
り
候
。

節
句
の
ち
ま

き
御
送
り
下
さ
れ
子
供
達
は
大
よ
ろ
こ
び
に
て
頂
戴
致
し
有
難
御
厚
情
厚
く

御
謹
申
上
候
尚
皆
様
方
に
御
身
大
切
に
願
い
上
候
。

（絵
葉
書
裏
　
束
西
大
家
新
作
小
品
画
展
覧
会
　
（鮮
魚
）

竹
内
栖
鳳
先
生
）

四
、

終
わ
り
に

関
員
次
郎
氏
あ
て
の
葉
書
十
四
葉
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、

最
初
に

記
し
た
よ
う
に
書
簡
が
こ
の
他
五
十
五
通
あ
る
。

野
村

一
志
氏
ま
で
の
数
は

な
い
が
、

関
氏
も
麦
僧
が
作
品
制
作
を
行
う
上
で
、主月

年
期
か
ら
晩
年
に
至
る

珊
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ま
で
支
え
て
き
た
後
援
者

（パ
ト
ロ
ン
）
の

一
人
で
あ

っ
た
こ
と
に
は
間
違

い
が
な
い
。

麦
倦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
収
集
し
た
西
洋
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、拙

稿
「大
原
孫
二
郎
と
土
田
麦
悟
の
西
洋
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
（註

十
）
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
の
で
、参

考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

関
員
次
郎
氏
は
経
営
不
振
に
陥
り
、

昭
和
九
年
新
潟
市
で
所
蔵
品
を
入
札

に
か
け
た
。

そ
の
と
き
の
目
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

所
蔵
し
て
い
た
麦

悟
と
竹
内
栖
鳳
の
作
品
を
最
後
に
紹
介
し
た
い
。

「昭
和
九
年
四
月
二
十

一
日
、

一
一十
二
日
両
日
下
見
　
一
一十
三
日
　
入
札
競
売

加
茂
町
　
関
家
蔵
品
入
札
　
会
場
　
新
潟
市
西
堀
通
二
番
町
　
超
願
寺
」

上
田
麦
僧
作
品

①

《
百
日
紅
》

絹
本
共
箱
　
②

《椿
》

共
箱
　
③

《
最
上
観
音
》

絹
本

共
箱
　
④

谷
昌
岳
》

絹
本
横
物
共
箱
　
⑤

《
小
帖
》

③

《静
物
額
》
（琉
業
）

②

《
双
兎
横
物
》

共
箱
　
③

《春
魚
横
物
》

絹
本
共
箱
　
　
③

《
ツ
ツ
ジ
エ

鮎
捲
り
》

①

《農
夫
扇
面
》

①

《金
魚
三
枚
張
込
二
枚
折
屏
風
》

②

《海

女
之
図
六
尺
六
曲
》

一
双
　
①

《
椿
画
香
合
》

共
箱
　
①

《
画

一
枝
生
》

⑤

《椿
絵
抹
茶
碗
》

一
ヶ

麦
憾
の
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
見
ら
れ
な
い
。

特
筆
す
る
の
は
《
海
女
》

の
六
山

一
双
（現
在
、京

都
国
立
近
代
美
術
館
所
蔵
）、《
静
物
額
》
（現
在
は
《流

莱
》
で
知
ら
れ
る
と

一点
く
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
、

関
員
次
郎
氏
に
あ
て
た
書

簡
の
中
に
、

大
正
十
年
同
墨
光
堂
の
火
事
に
よ
り
消
失
し
た
《冬
》
を
譲
る
予

定
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
記
載
が
あ
る
。

お
そ
ら
く
、

欧
州
旅
行
の
滞
在
費

の

一
部
に
す
る
た
め
で
あ

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

関
氏
が
麦
倍
の
作
品

よ
り
も
多
く
所
蔵
し
て
い
た
の
は
、竹

内
栖
鳳
の
作
品
で
あ
る
。

栖
鳳
の
作

品
は
麦
倦
の
斡
旋
に
よ

っ
て
購
入
し
た
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
、

そ
の
数
は

麦
倦
よ
り
は
る
か
に
多
く
所
有
し
て
い
る
が
、

麦
倦
の
よ
う
に
代
表
作
と
な

る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

竹
内
栖
鳳
作
品

①

谷
潜
》

絹
本
本
相

②

合
対
秋
覧
〉

押
否
盗
仰

③

谷
努
物
証
∪

絹
本
共
箱
　
④

《秋
叢
遊
狸
》
（和
戸
光
村
氏
旧
蔵
）

絹
本
共
箱
　
⑤

《水

墨
山
水
》

横
物
共
箱
　
⑥

《雀
》

共
箱
　
②

《竹

二
雀
》

半
切
共
箱
　
③

舎
解
し

絹
本
共
箱

③

《薫
風
》

共
箱
　
⑩

《
篤
》

①

《柳
村
晩
泰
》

共

箱
　
⑫

《
瓜

二
晶
》

①

《
秋
山
食
禄
》

共
箱
　
⑭

《群
羊
》

絹
本
共
箱

⑤

《若
松
》

共
箱
　
①

《青
緑
山
水
》
（神
戸
光
村
氏
旧
蔵
）

絹
本
共
箱

⑫

《落
栗
》

共
箱
　
①

《
林
檎
》

横
物
共
箱
　
①

《
湧
遊
所
見
》

④

《猿

候
捲
り
》

④

《梅
捲
り
》

②

《慈
姑
捲
り
》

②

《
冨
士
扇
面
額
》

②

《
扇

面
張
二
枚
折
屏
風
》

②

《書
簡
横
物
》

④

《
団
一局
句
佛
賛
》

②

《
干
子
捲

り
》

②

《
ホ
ー
ゾ
キ
捲
り
》

②

《
慈
姑
捲
り
》

⑩

《稲
荷
色
紙
》

①

《印

譜
帖
》

②

《
扇
面
張
二
枚
折
屏
風
》

①

《
冨
士
四
方
盆
》

①

《
画
盃
》

（註

一
）
『土
田
麦
悟
』
は
和
綴
じ
の
体
裁
の
本
で
、全

冊
廃
菜
処
分
さ
れ
た
こ

と
に
な

っ
て
い
る
。

内
容
は
、

「諸
家
感
想
」、
「麦
悟
書
輸
」
「土
田
麦

倦
先
生
年
譜
」
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

「諸
家
感
想
」
は
大
原
孫
三
郎
、

小
野
竹
喬
、黒

田
重
太
郎
、

回
中
善
之
助
、小

松
均
、吹

田
草
牧
な
ど
の

文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「麦
憾
書
輸
」
は
、

「仮
面
会
時
代
ま
で
」
、

「島
の
女
よ
り
春
禽
遂
晴
図
ま
で
」、
「国
展
初
期
」
「渡
欧
時
代
」
、

「国

展
後
期
」
、

「帝
展
時
代
」
、

「書
輸
草
稿
」
の
七
部
門
に
別
れ
て
い
る
。

八
十
五
通
の
書
簡
の
う
ち
野
村

一
志
氏
あ
て
が
四
十
四
通
含
ま
れ
、

ほ
か
に
志
和
舜
雅
、

村
上
華
岳
、

千
代
夫
人
、

土
田
杏
村
、坂

崎
担
、

池

田
虹
影
な
ど
に
あ
て
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『土
田
麦
悟
』
が
廃
菜
処
分
さ
れ
た
理
由
は
あ
き
ら
か
で
な
い
が
、

「書

輸
草
稿
」
の
な
か
に
帝
展
改
組
に
発
し
た
問
題
に
つ
い
て
、麦

倦
が
感

情
を
吐
露
し
た
文
節
が
あ
り
、
卜」
れ
が
原
因
の

一
つ
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
る
。

（註
二
）
欧
州
旅
行
の
途
中
、上

海
で
描
か
れ
た
ス
ケ
ッ
チ
を
は
じ
め
、

中
国
風

且ネ
、

中
国

・
イ
ン
ド
風
景
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
描
い
た
画
帳
を
新
潟
県
立

近
代
美
術
館

・
万
代
島
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。

そ
の
他
シ
ン
ガ
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ポ
ー
ル
風
景
、西

洋
婦
人
、

「時
鴻
」、「業
第
」、「巴
里
の
女
」
な
ど
の
ス

ケ
ッ
チ
も
所
蔵
し
て
お
り
、写

真
や
デ
ー
タ
は
平
成
五
年
発
行
の
霊
利

潟
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
品
目
曇

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（註
三
）
国
画
創
作
協
会
同
人

・
大
阪
時
事
新
報
社
編
集

頭

洲
藝
術
巡
礼
紀

埜

十
字
館
　
大
正
十
二
年
九
月
五
日
　
「欧
州
」
の
漢
字
に
つ
い
て

は
、

「欧
洲
」
を
使
用
し
て
い
る
。

「欧
州
菫
術
巡
礼
糧
と

を
実
際
執

筆
し
た
の
は
黒
田
重
太
郎
で
あ
る
。
日
本
を
離
れ
て
か
ら
ヨ
ー
ロ
ツ

パ
に
着
く
ま
で
の
旅
行
記
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
着
い
て
か
ら
イ
タ
リ
ア

旅
行
を
行
い
、麦

悟
、小

野
竹
喬
、

野
長
瀬
晩
花
、黒

田
重
太
郎
の
四
人

で
ス
ペ
イ
ン
旅
行
を
行
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
を
記
述
し
て
い
る
。

（註
四
）
麦
倦
の
欧
州
旅
程
に
つ
い
て
は
、金

井
徳
子
氏
の
『土
田
麦
倦
の
イ

タ
リ
ア
通
信
』
の
中
で
、

「土
田
麦
悟
の
欧
州
旅
程

一
覧
」
と
し
て
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

柏
木
加
代
子
氏
が

『か
き
つ
ば
た
　
土
田
麦
悟
の
愛
と
芸
術
』
の
中

に
お
い
て
「麦
悟
の
欧
州
旅
程

一
覧
」
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
も
の

と
、金

井
氏
の
欧
州
旅
程

一
覧
と
、関

氏
あ
て
の
葉
書
に
よ
り
判
明
し

た
部
分
で
補
い
、詳

細
な
旅
程
と
し
た
。

（註
五
）
麦
僧
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
か
ら
帰
国
の
途
に
つ
き
、

五
月

一
日
神
戸

に
着
い
た
。

帰
る
ま
も
な
く
五
月
十
九
日
か
ら
四
日
間
、

ヨ
ー
ロ
ツ

パ
滞
在
の
成
果
と
し
て
洛
西
衣
笠
国
内
に
あ
る
麦
倦
の
画
室
で
、

西

洋
絵
画
の
展
覧
会
を
行
っ
た
。

（註
六
）
「販
る
」
は
「帰
る
」
で
あ
る
。

（註
七
）
「ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
　
バ
ン
ゴ
ー
ク
」
は
「ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
　
ヴ
ア
ン

ゴ
ッ
ホ
」
の
こ
と
で
あ
る
。

（註
八
）
麦
倦
の
書
き
間
違
い
と
思
わ
れ
る
。

詳
し
い
旅
程
な
ら
び
に
見
学
先

は

『欧
洲
塾
術
巡
ネ‐
．挿

猪
巴
に
詳
し
い
。

（註
九
）竹
内
栖
鳳
の
《鮮
魚
》
は
、昭

和
十
年
六
月
に
三
越
で
開
催
さ
れ
た
「東

西
大
家
新
作
小
品
画
展
覧
会
」
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。

葉
書
に
記
さ

れ
て
い
る
「節
句
の
ち
ま
き
」
の
内
容
か
ら
も
、同

時
期
と
推
定
さ
れ

る
た
め
昭
和
十
年
六
月
に
比
定
し
た
。
こ
の
と
き
関
氏
は
前
年
の
「蔵

品
入
札
」
に
よ
り
、麦

磨
の
作
品
を
手
放
し
て
い
る
。

（註
十
）
横
山
秀
樹
「大
原
孫
三
郎
と
土
口
麦
悟
の
西
洋
絵
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

『大
原
美
術
館
展
」
図
録
　
新
潟
県
立
万
代
島
美
術
館
　
平
成
十
七
年

九
月

（新
潟
県
立
万
代
島
美
術
館
館
長
）
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